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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水と酸性染料を含む墨汁様組成物であって、
　苛性ソーダを含有せず、脂肪族アミンを墨汁様組成物全量に対して０．３～１．０重量
％含有させることにより、ｐＨをアルカリ領域にしたものであることを特徴とする墨汁様
組成物。
【請求項２】
　前記脂肪族アミンがトリエタノールアミンである請求項１に記載の墨汁様組成物。
【請求項３】
　更に硫酸ナトリウムを含有する請求項１または２に記載の墨汁様組成物。
【請求項４】
　更に芒硝または無水硫酸ナトリウムを添加して得られたものである請求項１または２に
記載の墨汁様組成物。
【請求項５】
　更にキサンタンガム、サクシノグルカン、ラムザン、カルボキシメチルセルロースのい
ずれか１種以上を、墨汁様組成物全量に対して０．０４～８．０重量％の範囲内で含有す
る請求項３または４に記載の墨汁様組成物。
【請求項６】
　前記酸性染料が、C.I.Acid Red 18、C.I.Acid Blue 9、C.I.Acid Blue 90、C.I.Acid Y
ellow 17、C.I.Acid Yellow 23、C.I.Acid Yellow 40から選択される１種以上である請求
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項１～５のいずれか１項に記載の墨汁様組成物。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗濯により落ちる墨汁様組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　墨汁は、毛筆で書画を書くのに用いる文房具として、広く使用されている。墨汁は、狭
義には墨をすった汁であり、黒色の顔料（例えばカーボンブラック）および膠を含む。し
かし、最近、黒の色を、顔料でなく、染料で発色させている液体が、墨汁の代わりに使用
されつつある。そのような液体は狭義には墨汁ではないという見解もあり、例えば「書道
液」、「墨液」等と称されることもある。そのため、本明細書では、顔料および膠を含ま
ないが、書道または水墨画作成のために用いられる、着色された液体を「墨汁様組成物」
と称する。
【０００３】
　従来、水溶性樹脂を使用したタイプでは、消去性向上のために水溶性樹脂を使用してい
るが、そのため、この組成物を使用して半紙に書いた作品を高湿度の環境下においておく
と滲みが生じることがある。顔料を使用したタイプでは、顔料を使用しているため、高湿
度下での滲みはおきにくいが、顔料は染料と異なり、溶解ではなく液中に分散した状態で
存在するので、分散安定性を考慮する必要がある場合がある。
　一方、酸性染料は衣料によく使用される綿・ポリエステルには染着しにくいという性質
があるが、本来ポリアミド繊維の染色に用いられる染料のため、ナイロン・ウールには染
着しやすい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－０５７０８４号公報
【特許文献２】特開２００７－０２３２１２号公報
【特許文献３】特開２００６－２１９６８０号公報
【特許文献４】特開２００６－２５７４３９号公報
【特許文献５】特開平０９－３１６３７９号公報
【特許文献６】特許第３８２４１８０号公報
【特許文献７】特許第３８２４１８１号公報
【特許文献８】特許第３８２４１８４号公報
【特許文献９】特許第３８６５８７３号公報
【特許文献１０】特許第３８７６０４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のとおり、本来、酸性染料は、ポリアミド繊維の染色に用いられる染料の為、カル
ボニル基とアミノ基の両方を有するナイロン繊維に対しては、親和性が高く、ナイロン繊
維へは染着し、洗濯しても落ちにくい。
【０００６】
　本来、インキでは、水性インキは収納管に含まれ、飛び散る危険性が少ないが、墨汁様
組成物では筆を剥き出しの墨汁様組成物中へ浸すため、飛散、衣類付着という墨汁様組成
物固有の大きな問題がある。
【０００７】
　本発明の課題は、着色剤として染料を使用するが、ナイロン繊維への染着を抑制するこ
とができる、洗濯しても落ちる墨汁様組成物を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る墨汁様組成物は、水と酸性染料を含む墨汁様組成物であって、脂肪族アミ
ンを含有させたものであることを特徴とする。加えて本発明においては、前記脂肪族アミ
ンを含有させることにより、ｐＨをアルカリ領域にしたものであることが好ましい。更に
本発明においては、前記脂肪族アミンの含有量が、墨汁様組成物全量に対して０．０１～
３重量％であることが好ましい。また前記脂肪族アミンがトリエタノールアミンであるこ
とが好ましい。
　加えて、本発明に係る墨汁様組成物おいては、更に硫酸ナトリウムを含有することが好
ましい。または本発明に係る墨汁様組成物において、更に芒硝または無水硫酸ナトリウム
を添加して得られたものであることが好ましい。これにより、ウール繊維への染着をも抑
制することができ、洗濯消去性の良好な墨汁様組成物を提供できる。また前記芒硝または
無水硫酸ナトリウムの添加量が、墨汁様組成物全量に対して１～２０重量％であることが
より好ましい。更にキサンタンガム、サクシノグルカン、ラムザン、カルボキシメチルセ
ルロースのいずれか１種以上を、墨汁様組成物全量に対して０．０４～８．０重量％の範
囲内で含有することが一層好ましい。
　また本発明において、前記酸性染料が、綿・ポリエステルに対する直染性がない又は弱
い染料であることが好ましく、具体的には、前記酸性染料が、C.I.Acid Red 18、C.I.Aci
d Blue 9、C.I.Acid Blue 90、C.I.Acid Yellow 17、C.I.Acid Yellow 23、C.I.Acid Yel
low 40から選択される１種以上であることが好ましい。
【０００９】
　上記のように、本発明は、酸性染料、脂肪族アミン、水を含有し、墨汁様組成物のｐＨ
がアルカリ領域である墨汁様組成物である。特に、墨汁様組成物全量に対して脂肪族アミ
ンを０．０１～３重量％含有していることが好ましい。なお、上記脂肪族アミンの中でも
、トリエタノールアミンが好適に用いられる。
　また本発明の墨汁様組成物は、さらに芒硝（無水硫酸ナトリウム）を墨汁様組成物全量
に対して１～２０重量％含有するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明では、酸性染料を使用して作製した墨汁様組成物に、脂肪族アミンを添加するこ
とで、墨汁様組成物のｐＨが酸性染料が染まり難いアルカリ領域にあり、酸性染料にアミ
ンが吸着することで、染料のポリアミド繊維のアミノ基への吸着を抑制して、酸性染料の
ポリアミド繊維、特にナイロンへの吸着が妨害され、墨汁様組成物が布（衣類）に付着し
た時の洗濯落ちをよくし、洗濯性を向上できる。墨汁様組成物のｐＨがアルカリ領域にあ
っても、苛性ソーダ添加では洗濯性は向上しない。
【００１１】
　また芒硝は染料の増量剤としてポピュラーであるが、洗濯性を出す為に墨汁様組成物に
添加した例は無い。これにより、本発明は酸性染料を使用して作製した墨汁様組成物に、
芒硝（無水硫酸ナトリウム）を添加することで、酸性染料の会合を促進し、酸性染料が繊
維特にウール繊維に吸着しにくくする。従って、墨汁様組成物が布（衣類）に付着した時
の洗濯落ちをよくし、洗濯性を向上できる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　＜酸性染料＞
　本発明で用いられる酸性染料としては、綿・ポリエステルに対する直染性がない又は弱
い染料が用いられる。なお、直染性がない又は弱い染料とは、親和力が小さい染料を指す
。直染性が弱い染料は、繊維に吸着されにくく、染色の際に媒染等の特別な処理を施さな
ければ、直接染料溶液に繊維を浸すだけでは、繊維に吸着されにくい。そのような染料が
付着してできる染みは、洗濯すれば、退色させることができる。
　例えば、C.I.Acid Red 18、C.I.Acid Blue 9、C.I.Acid Blue 90、C.I.Acid Yellow 17
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、C.I.Acid Yellow 23、C.I.Acid Yellow 40が用いられ、中でも、C.I.Acid Red 18、C.I
.Acid Blue 9、C.I.Acid Blue 90、C.I.Acid Yellow 17、C.I.Acid Yellow 23が好適であ
る。
【００１３】
　本発明において、酸性染料の実施可能な範囲は、墨汁様組成物全量に対して０．１～２
０．０重量％、好適な範囲は墨汁様組成物全量に対して０．５～１０．０重量％である。
より好適な範囲は墨汁様組成物全量に対して２．０～８．０重量％である。酸性染料が過
剰な場合は、綿・レーヨン・ポリエステルへの染着を抑制できるが、ナイロン・ウール・
絹への染着については洗濯で落ち難くなる。酸性染料が過小の場合は、発色が弱くなる。
【００１４】
　＜脂肪族アミン＞
　本発明は主にナイロンへの染着を阻止するために脂肪族アミンを用いる。アミンは、染
料の染着に関与する官能基にナイロン繊維のアミドより先に吸着することにより、染料が
繊維に染着するのを防ぐため、アミンの添加によりナイロンの洗濯性が向上する。
　換言すれば、アミンは主にナイロン繊維のイオン性に関与し、ｐＨをアルカリ性とし、
酸性染料にアミンが吸着することで酸性染料の繊維への吸着が妨害される。すなわち、脂
肪族アミンの末端アミン（＋）が、染料とナイロンが結びつく前に、染料の末端官能基で
あるＣＯＯ－、などの（―）に対して擬似染着座席を占有する。またアミンを加えること
によって、墨汁様組成物のｐＨは高くなる（塩基性になる）が、アミノ基とカルボキシル
基を両方有する繊維では、カルボキシル基がＣＯＯ－になるとともに、アミノ基は帯電せ
ず不活性になる。
　アミン類は脂肪族アミンと芳香族アミンに大別されるが、芳香族アミンは一般に水に対
する溶解性が低いため、水を基材とした墨汁様組成物には使用できない。
　脂肪族アミンとしては、第一級アミン、第二級アミン、第三級アミンのどれでもよく、
１分子内にアミノ基やイミノ基を一つ持つものでも複数持つものでもよい。中でも、トリ
エタノールアミン、プロパノールアミン、ジプロパノールアミン、トリプロパノールアミ
ン、ジプロピルアミン、トリエチレンテトラミンが好適に使用でき、トリエタノールアミ
ンが好適である。
　本発明において用いられる脂肪族アミンとしては、実施可能な範囲は墨汁様組成物全量
に対して０．０１～３．０重量％、好適な範囲は墨汁様組成物全量に対して０．１重量％
以上、より好適には０．３重量％以上である。また好適な範囲は墨汁様組成物全量に対し
て１．５重量％以下、より好ましくは墨汁様組成物全量に対して１．０重量％以下である
。脂肪族アミンが過剰な場合は墨汁様組成物pHがあがりすぎて染料を分解してしまうなど
、墨汁様組成物の安定性が悪化する。脂肪族アミンが過小の場合は、主にナイロンへの染
着を阻止することができず、洗濯性向上効果が薄れる。
【００１５】
　＜芒硝＞
　本発明は主にウール繊維への染着を阻止するために芒硝（無水硫酸ナトリウム）を用い
ることができる。適当な量の芒硝を加えると、沈降しないぎりぎりの範囲で酸性染料が会
合して分子が大きくなるので、酸性染料が繊維間に取り込まれにくくなる。また染料の末
端基であるＣＯＯ－、ＳＯ３

－は、芒硝のＳＯ４
２－よりも繊維組織と結びつくのが遅い

。芒硝の硝酸イオンなどが、ウール繊維の染着座席を占有するものである。
　本発明において、芒硝は、実施可能な範囲は墨汁様組成物全量に対して１～２０重量％
、好適な範囲は墨汁様組成物全量に対して２～１５重量％、より好ましくは墨汁様組成物
全量に対して３～１０重量％である。芒硝が過剰な場合は染料の析出が起こる。芒硝が過
小の場合は、洗濯性向上効果が薄れる。
【００１６】
　＜水溶性樹脂＞
　本発明では粘度調整のため水溶性樹脂を用いることができる。例えば、ポリビニルアル
コール（ＰＶＡ）、ポリビニルピロリドン（PVP）、カルボキシメチルセルロース（CMC）
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、ヒドロキシエチルセルロース（HEC）、ポリエチレンオキサイト（PEO）、ポリアクリル
酸、キサンタンガム、ラムザンガム、サクシノグルカンなどである。好ましくは、ポリビ
ニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリビニルピロリドン（PVP）、カルボキシメチルセルロー
ス（CMC）、キサンタンガムである。
　本発明において水溶性樹脂を用いる場合、実施可能な範囲は墨汁様組成物全量に対して
０．０１～１０．０重量％、好適な範囲は墨汁様組成物全量に対して０．０４～８．０重
量％、より好ましくは墨汁様組成物全量に対して０．０５～５重量％である。例えばより
好ましくはキサンタンガムの場合０．０５～０．３０重量％、ＣＭＣの場合は０．３～３
．０重量％、ＰＶＡでも２．０～７．０重量％である。水溶性樹脂が過剰な場合、粘度が
上がりすぎ、墨汁様組成物として使用し難くなる。水溶性樹脂が過小の場合は粘度が低す
ぎ、墨汁様組成物として使用し難くなる。
　また特に、芒硝を用いた場合、芒硝が過剰であるなら、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ
）、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）が入っていると塩析凝集がおこる。キサンタンガム
、サクシノグルカン、ラムザン、ＣＭＣなどは上記０．０４～８．０重量％の範囲内であ
ると塩析凝集しない。
【００１７】
　＜その他＞
　その他必要に応じて添加する成分として、容器の口部での乾燥防止のため水溶性有機溶
剤のほか、無機塩類（食塩、硫酸マグネシウム）、防腐剤・防黴剤があげられる。ただし
、酸性染料、脂肪族アミン、水を含有し、苛性ソーダ及び湿潤剤を含有しないで、墨汁様
組成物全量に対して脂肪族アミンを０．０１～３．０重量％含有し、墨汁様組成物のｐＨ
がアルカリ領域である墨汁様組成物が好ましい。水は溶媒として残部用いることができ、
実施可能な範囲は特に限定しないが、墨汁様組成物全量に対して例えば１～９０重量％、
好ましくは２０～８０重量％である。
【００１８】
　＜製造方法＞
　例えば水に水溶性樹脂及び水溶性有機溶剤を必要に応じて投入し、加熱攪拌して、水溶
性樹脂の完溶を確認後、脂肪族アミン、または脂肪族アミン及び芒硝を投入し攪拌する。
その後、酸性染料を加えて攪拌し、必要に応じて防腐・防黴剤を投入して攪拌する。
【実施例】
【００１９】
　表１に示す組成にて、上記の方法にて各実施例及び比較例の試験サンプル（墨汁様組成
物）を作製した。ｐＨは実施例がアルカリ領域、比較例が酸性領域である。この実施例及
び比較例にはいずれも苛性ソーダ及び湿潤剤を含有されていない。
【００２０】
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【表１】

【００２１】
　［表注］
　成分：
食用青色１号　　　 Acid Blue 9
食用赤色１０２号　 Acid Red 18
食用黄色５号　　　 Food Yellow 3
Water Blue 116　　Acid Blue 90
Water Blue 9　　　Acid Blue 9
Water Yellow 1　　Acid Yellow 23
Water Black R-455　 Acid Black 2
PVA-203　　　　　　 PVA
サンアイバックSA　 防腐・防カビ剤 
コートサイドH　　　 防腐・防カビ剤 
【００２２】
　次に、各実施例及び比較例の墨汁様組成物を染色堅牢度試験用白布（交織１号）（ＪＩ
Ｓ　Ｌ０８０３－２００５）に筆で塗布し、３時間乾燥した。続いて、洗剤、漂白剤を溶
かした液に２時間浸漬した。のちに、洗剤で１５分洗濯し、１５分すすぎ、乾燥した。
【００２３】
　＜評価＞
　墨汁様組成物の塗布などしていない交換布８種の繊維（綿、レーヨン、ポリエステル、
ナイロン、ウール、アクリル、アセテート、絹）それぞれを顕微式色差計にて測色し、ブ
ランクとする。
　次に、各実施例及び比較例の墨汁様組成物を塗布し洗濯し乾燥したＪＩＳ交換布８種を
顕微式色差計にて測色する。
　続いて、ブランクと試験片のΔＥ（デルタＥ）を各繊維毎に算出する。綿、レーヨン、
ポリエステル、ナイロン、ウール、アクリル、アセテート、絹の８種の繊維のΔＥ（デル
タＥ）値の平均値を算出する。
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【００２４】
　表１より、実施例は、比較例と同じく、綿、レーヨン、ポリエステル、ウール、アクリ
ル、アセテートいずれにおいても洗濯性（墨汁様組成物の色が洗濯により落ちる）が良好
であるが、特にナイロンは比較例と比べて格別顕著に効果を奏していることが認められる
。
【００２５】
　次に、表２に示す組成にて、各実施例及び比較例の試験サンプル（墨汁様組成物）を作
製した。すなわち、水に水溶性樹脂を投入し、加熱攪拌して、水溶性樹脂の完溶を確認後
、脂肪族アミンまたは脂肪族アミン及び芒硝を投入し攪拌する。その後、酸性染料を加え
て攪拌し、必要に応じて防腐・防黴剤を投入して攪拌する。
【００２６】
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【表２】

 
【００２７】
　［表注］
　成分：
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食用青色１号　　　 Acid Blue 9
食用赤色１０２号　 Acid Red 18
食用黄色５号　　　 Food Yellow 3
Water Blue 116　　Acid Blue 90
Water Blue 9　　　Acid Blue 9
Water Yellow 1　　Acid Yellow 23
Water Black R-455　 Acid Black 2
PVA-203　　　　　　 PVA
サンアイバックSA　 防腐・防カビ剤 
コートサイドH　　 防腐・防カビ剤
【００２８】
　同様に、各実施例及び比較例の墨汁様組成物を染色堅牢度試験用白布（交織１号）（Ｊ
ＩＳ　Ｌ０８０３－２００５）に筆で塗布し、３時間乾燥した。続いて、洗剤、漂白剤を
溶かした液に２時間浸漬した。のちに、洗剤で１５分洗濯し、１５分すすぎ、乾燥した。
【００２９】
　続いて、墨汁様組成物の塗布などしていない交換布８種の繊維（綿、レーヨン、ポリエ
ステル、ナイロン、ウール、アクリル、アセテート、絹）それぞれを顕微式色差計にて測
色し、ブランクとする。
　次に、各実施例及び比較例の墨汁様組成物を塗布し洗濯し乾燥したＪＩＳ交換布８種を
顕微式色差計にて測色する。
　続いて、ブランクと試験片のΔＥ（デルタＥ）を各繊維毎に算出する。表２はその結果
を示している。
【００３０】
　表２より、ナイロン繊維について、ブランクである比較例が１２．０であるのに対し、
実施例４～１０のいずれについても７．４～５．９であり、脂肪族アミンである実施例の
プロパノールアミン、ジプロパノールアミン、トリプロパノールアミン、ジプロピルアミ
ン、トリエチレンテトラミン、トリエタノールアミンを含む墨汁様組成物のいずれについ
ても洗濯性（墨汁様組成物の色が洗濯により落ちる）が良好である。またさらに芒硝を加
えた実施例１０はウール繊維についても洗濯性（墨汁様組成物の色が洗濯により落ちる）
が良好である。
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